
21

統率音韻論における子音配列

－フランス語の頭子音一

中 本 武 志

本稿は統率音韻論（GovernmentPhonology）における認可の原理に基づき，

フランス語の頭子音（onset）配列を説明することを目的としている。第一節で

は統率音韻論の分節音に関する仮説の概略を述べると同時に，その不備を指摘

する。第二節では代案を提示してフランス語の子音体系を記述し，三節ではこ

れに基づいて子音配列を説明する。第四節では俗ラテン語の通時的変化につい

て簡単に触れる。

1．統率音韻論1

統率音韻論では素性が廃棄され，分節音は元素（element）の集合として表示

される。2元素は単独で分節音になることはもちろん，組み合わせることによっ

て様々な音の特徴として実現することができる。分節音は一つないし複数の元

素の束として記述されるのである。元素の一覧表ユは次のページに掲げる。

分節音を元素の束とすることにより，次のような弱化現象が容易かつ自然に

記述することができる。

（1）

Spirantization

bssofrelease

Ⅵ）Calization

p】

q

pl】

W】

（h，U，？）

（h，U）

（U，？）

（U）

＞ Fricativedebuccalization【h】（h）

＞ Stopdebuccalization 【？】（？）

さて，Harris1990，1994によれば，音節が二つの子音からなるとき，（3，4）の

ように左側の子音は必ず右側の子音より多くの元素から構成されるという。（x

1ここでの記述は主にHarris1994，1996およびHarris＆Lindsey1995に基づいている。
2schane1984のParticle PhonologyやDurand1986，A爪derson＆Ewe爪1987などの

DependencyPhonologyの影響があることはもちろんである。

ユ元素の数を制限すべきであるとの議論に関しては，Jensen1994やPloch1995など

を参照されたい。
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は骨格点（skeletalpoint）を表す。）

nblel

elements

isolated

realization

Salient

PrOperty

acousticpattern

A 【a】 non－high

Centralspec【ralenergymass

（COnVergenCeOfFlandF2）

Ⅰ 【i】 Palatal

10WFIcoupledwithhighspectralpeak

（COnVergenCeOfF2andF3）

U 【u】 1abial

lowspectralpeak

（COnVergenCeOfFlandF2）

＠ （【1】） neutral

dispersedfbrmantstructure

（nosalientspectralpeak）

り
● 【？】 OCCluded

abruptandsustaineddrop

inoverallamplitude

h 【h】 narrow（noise） aperiodicenergy

N 【り】 nasal

broadresonantpeakatlowerendofthe

frequencyrange

R 【r】 COrOnal

thesetofbrmanttransitions

associatedwithcoronals

L lowtone
slackvocal

COrds

10Wfundamentalfrequency

H hightone
Stiffvocal

COrds

highfundamentalfrequency



（3）a・／d〟

（4）a．／rd／

0卜
X

－
R

「－R

－
？

－
h

－
L

0卜〓

R

－
？

－
h

－
L

R

統率音韻論における子音配列

b・／pl／

0＼
X

－
R

－
り・

X

－
U

－
？

－
h

／tS／b

C．／fr／

0

卜＼

「「
U R

Z

＊

／C ／m

．nl

L

N

23

しかしながらHarrisの分節音表示では，川／のような適格な構造を誤って排除

する一方，不適格な／m〟を認可してしまう。
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（5）a・／即
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b．／mr／

0

＼
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－
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－
N

Harris らの理論にはもう一つ問題がある。Harris1994：126およびHarris＆

Lindsey1995では，／s／と／0／，／〝と仲／の区別は主部一依存部関係によって表

示され，hを主部とする音は粗擦性（stridency）があり，ノイズが大きいとされ

る。（6）では下線を引かれているのが主部である。

町
り

，

，

担
他

－引J

爪り

［

【

a

b

）
′－U

（ ）

）

R
一
じ
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h山

L〃

（

（

†
1
1
－
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］

凸U

－¢▲

【

【

しかし，【f，Vlを【s，Z】と同じ粗擦昔とするのは音声学的根拠に欠ける。歯擦書

である【s，Z，J，3】は歯茎にある狭めを通った気流が歯にあたって生じるが，【0，

a，仁v】などは狭め自体が気流を乱して出る音である。Shadle1997：47は摩擦音

が少なくとも二つに分類されるべきであるとして，次のように述べている。

Theobstaclecasehasanobstaclesuchastheteethatapproximatelyright

anglestothejetaxis．Thesourceislocalizedattheupstreamfaceofthe

Obstacle・【s，J】fallintothiscategory・Thewallcasehasan‘obstacle’such

asthehardpalateatamoreobliqueangle．Thejetgeneratesnoiseallalong

thew州，reSultinginamuchmoredistributedsource・Thefricatives【9，X】

andpresumablya】lpharyngealfricativesfal】intothiscategory・¶eweak

frontfricativesrち0】shouldalso叩SSibly begroupedin thiscategory，

Sincenoiseisclearlygeneratedalongthelips・
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さらに，【f，V】が【0，∂】と紛らわしい音であることがしばしば指摘されている。

以上，Harrisらの分析について，子音配列と粗擦性に関する問題点を指摘し

た。ただし，これがそのまま統率音韻論の欠点となるわけではない。次節では

元素表示を改めることで，問題を解決できることを見ていく。

2．分節音の表示

本節ではまず，新しい元素としてDを，次にLに関して別の解釈を提案し，

それに基づく子音のシステムを見る。

前節では【f，V】はhを主部とする粗擦音とは分析できないことを見た。それ

では，これらの子音はどのように表示すべきであろうか。ここでは「歯音性

（dentalness）」を特徴とする元素D4を提案したい。元素Dが採用されると，（6）

の対立は（7）のように表示されることなる。

a

b
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また，弱化現象も（8）のように表されることになるが，これは（1）に比べ

て調音点の保持という点で優れている。

（8）a・【p】（？，h，U）

b・【t】（？，h，R）

C・【り（？，h，D）

＞

＞

＞

仲1（h，U）， Or【q（h，D，U）
【s】（h，R）

【0】（h，D）

摩擦音化（spirantization）が？の削除であれば，両唇閉鎖音に対応するのは両

唇摩擦音のはずであり，実際，古代日本語ではこのような変化があったと考え

られている。しかし【○】を抑制する言語では，RepairStrategyとしてDが挿入

されて唇歯音となる。また英語などの歯茎閉鎖音は歯茎摩擦音と交替するが，

スペイン語のように歯音の場合には，／0／との交替が見られる。

それでは，元素Dを加えた場合のフランス語の子音体系を考えてみよう。

一Dは単独では歯茎側音【りで実現すると考えておくが，なお検討を要する。
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（？，h，U，L）

（？，h，R，L）

（？，h，＠，L）

（h，U，D，L）

（h，R，り

（h，R，Ⅰ，L）

（？，N，R，L） 小／（？，N，R，Ⅰ，L）

（R，L）

（9）がHarrisらのシステムと異なる点は，元素Dの存在と，LとHを「有声・

無声」の対立を表すのに用いていることである。しかし，共鳴音が全て有声で

あるという重要な一般化を捕らえておらず，これではまだ不充分である。

統率音韻論では，鼻音と有声性が常に共起することから，近年NとLを融合

させる試みが行われている5が，流音と有声性の共起までは考えられていなかっ

た。そこで本稿では元素Lに次の新しい解釈を与えたい。

isolatedrealization Salientproperty

L tril reSOnanCe

／r／音の特徴はその多様性にある。フランス語やドイツ語では［r，R，甘】の三種類

があり，調音点は音声上の解釈の問題であることがわかる。逆にいえば，／〟音

には調音点の指定がなく，それゆえ多様性が生じているのである。他方フラン

ス語の／l／は常に舌頂音であり占，この調音点指定があれば／〟音と充分区別が

つく。以上から，フランス語の子音体系を次のように改定しよう。

a）01（

b

小
〃
心
付
付

（？，h，U，H）

（？，h，R，H）

（？，h，＠，H）

（h，U，D，H）

（h，R，H）

仙
仙
榔
〃
似

（？，h，U，L）

（？，h，R，L）

（？，h，＠，L）

（h，U，D，L）

（h，R，L）

与ploch1995およぴNa5ukawa1997を参照。

6英語では乃／が軟口蓋音として実現し，川北が【miLk】と発音されることがある○／〟の



仰 （h，R，Ⅰ，H）

C・／m／（？，U，L）

／1／（R，L）
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／3／ （h，R，Ⅰ，L）

／n／ （？，R，L）

／r／ （L）

小／ （？，R，Ⅰ，L）
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3．現代フランス語の頭子音配列

フランス語の音節が二つの子音で始まる7とき，次の組み合わせが無標であ

る。

（11）a・／t，d／＋／〟

b．／p，b，f，V，k，少＋／r，l／8

まず気が付くのは，左側の子音が全て四つの元素からなっており，さらに右

側の子音は二つ以下の元素で構成されているという点である。この事実を「枝

分かれ頭子音の必要条件」として定式化すると（12）のようになる。

（12）a．左側の頭子音が四つの元素からなるとき，かつその場合に限り，右

側の頭子音を認可することができる。

b．右側の頭子音は多くとも二つ・の元素からなるとき，かつその場合に

限り，左側の頭子音に認可されうる。

しかしながら，なお三つの問題が残る。第一に同じく四元素から成る仏5，〟が

なぜ／r，1／を認可できないのか，第二に／t，d／はなぜ〃／を認可できないのか，

第三に／vl／は本当に適正な子音連続なのか。以下，順に考えていこう。

まず仏3，〟であるが，これらの子音は口蓋化という二次調音を伴っている。

Sagey1990の言うように，主要な調音と二次的な調音とは区別する必要がある。

例えば小／は以下のように表示できる。

調音との関係で興味深いが，方言差などなお検討を要する。

7本稿では頭子音／S／＋C（＋1iquid）については扱わない。統率音韻論における分析に関し

ては，Kaye1992を参照されたい。

Hフランス語には／Pn，km，ls／で始まる語彙も存在するが，これらは全て外来語であり，

かなり有標な連鎖である。De111995を参照。
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（13）a・

卜COnt】
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1Root

Supralaryngeal

Place・ SoftPalate

Coronal

＜ l
・Dorsal 【＋naSal】

／／＼
【＋high】 卜back】

b．

▲100R●

X＜
q
・
●

R

L

（13a）はSagey流の表示で，主要調音は矢印で示されている。他方（13b）が筆

者の提案である。後者は矢印のような道具を使わずに，すでにある認可条件で

主要調音と二次調音を区別することができる。すなわち，多くの元素を支配す

る根節点（rootnode）が二次調音を認可すると言えばよいのである。なお，二重

主要調音は二つの根節点に同じ数の元素を支配させることによって表示可能で

ある。

）41（ ／p几

X

（）

【U？

－
LH

－
H

＠

それでは／J，3，〟の問題に戻ろう。これらの音は次の構造をもつ。

（15） Head Dependent

a．仰：（h，R，H） （Ⅰ）
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b・／5／：（h，R，L） （Ⅰ）

C．小／：（？，R，L） （Ⅰ）
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このことから，認可条件（12a）を次のように修正しよう。

（16） 左側の頭子音の主部が四つの元素からなるとき，かつその場合に限り，

右側の頭子音を認可することができる。り

第二の問題は／tl，dl／という連鎖をいかに排除しうるかという点である。直感

的には同器官的音連鎖に関する制約があるように思われる。Harris1994：171は

次のように述べて，同じ元素を持つ音の連続に何らかの制約があることを示唆

している。

Completeidentlty，brexample，aPPearStObeuniversa11yruledout・That

is，therearenobownlanguagespossesslngOnSetgeminates・

ここで連鎖／tl，dl／の構造を確認しよう。

（17） a・／tl／ （？，h，R，H）＋（R，L）

b・／dl／ （？，h，R，L）＋（R，L）

（17）を見てわかるように，元素Rがどちらの分節音にも生じている。従って，

以下の制約をたてることによって，／tl，dl／を排除することができる。

（18） 二つの連続する頭子音は声門より上部の（supralaryngeal）元素を共有し

てはならない。

最後に／vl／の問題を検討しよう。果たしてこの連鎖は適正なのであろうか。

9あるいは次のような定式化も可能であるが，どちらが望ましいか，現時点では不

明である。

（i）ある要素（ここでは頭子音）が内部で認可関係を持つならば，他の要素を認可す
ることはできない。
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実際，／vl／で始まる語彙は殴打やドアの開閉を表す擬音語vJβ〝【vla】と，「ここ

に／そこに～がある」という意味の提示語vofJd【wala】の俗語形v’血【vla】以外

にはない。特に後者は韻（rhyme）が空母音と交替した形10とも考えられ，もし

そうなら枝分かれ頭子音とはいえない。単に語彙が存在しないだけなら歴史的

な要因による偶然の穴（accidentalgap）とも考えられるが，対になるはずの／v〟

が古典ラテン語には存在しない音連鎖で，俗ラテン語から古仏語へ変化する段

階で生じており11，なぜ同様の音変化によって／vl／が誕生しなかったのか不明

である。

ただ注意しておかなければならないことは，／vl／が有標の連鎖であったとし

ても，／tl，dl／のように排除してはならないという点である。例えばⅥ屯mantl粥7

はdVe／ん壬e「セイヨウハシバミの実」には【a－Vlin】という音節化を認める一方，

β仙∫「地図帳」には【aト1q：S】しか記されていない。従って本稿では，／vl／は現

代フランス語において潜在的に可能な普連鎖であるものの，／vr／が生じた時点

で何らかの抑制が働き／vl／を持つ語彙が生まれず，歴史的な穴として残ったも

のであるとしておこう。どのような抑制であったのかは今後の課題としたい。12

4．通時的変化

三世紀から六世紀の間に，俗ラテン語の子音体系は大きく変化した。ここで

はその全てを扱うことはできないが，／r／の前にある閉鎖音が摩擦音化する現象

に目を向けたい。はじめにデータを確認しておこう。

（19） a．p，b＋r＞βr＞vr

OPERA13＞opra＞uobra＞uOβra＞uovre

BIBERE＞bebrE＞bepra＞bevr3
b．t，d＋r＞ar＞r

‘work’

‘drink’

10空のrhymeについてはChare暮te1991を参照されたい。

Il通時的な音変化については次節で扱う。

12英語などの／v／は／〝と異なり，／r／も／1／も後続させることができない。ひとつ

の可能性としては，／打は四つの元素からなるのに対し，／v／は何らかの原因によっ

て元素Dが二次的調音となっており，仏3，〟と同じく右側の子音を認可できない

のだと考えられる。

13ロマンス語学の伝統に従い，ラテン語は大文字で表記する。また便宜上訳語は英

語にした。
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MÅTRE＞madre＞maeるre＞me∂re＞mere

＊ad retro＞adriEdra＞a∂riEar；〉＞arie柑

C・k，g＋r＞Yr＞Jr

LAKRIMA＞1agrlma＞1aYrima＞叫rma

FRAGRARE＞nagrare＞naYrarE＞n如rarE

‘mother，

‘behind，

‘tear’

‘tosmell’

前節の分析によれば，四つの元素からなる分節音以外は／〟を後続させるこ

とができず，同じ摩擦音であっても／f，V／は／r／を認可できるが／s，オは／〟

に先行できない。それでは岬，る，Y／はどうであろうか。これらの子音は次の元

素から成っていると考えられる。

（20） a・／p／：（U，h，L）
b・／即：（D，h，L）

C・／Y／：（＠，h，L）

我々の理論の予測では，上の子音は後続する流音を認可できないはずである。

もちろん，左側に現れる分節音が四つの元素からなるという制約を緩めて，こ

の段階の言語では三つの元素で構成された子音でも／〟 を認可できるとするこ

ともできるが，その場限りの印象はぬそえない。むしろ，これらの摩擦音が同

器官的な閉鎖音から派生したこと，そして問題の音連鎖が不安定であることに

注目すべきであろう。

（20）の摩擦音は対応する閉鎖音から元素？を削除することによって生じる。

もしこの元素が完全には消去されず，根節点とは連結されていないだけである

とすると，この時期の俗ラテン語では，問題の摩擦音は四つの元素を持つこと

になる。しかし連結されない元素は極めて有標なものであるため，不安定であ

り，言語獲得も困難である。従って，／p／は元素Dを加えて／v／となり，／即は

完全に消え去り，／Y／は口蓋化されて小となったと考えられる。この仮説が正

しければ，枝分かれ頭子音の認可条件を緩めることなく，言語変化の原因まで

説明がつくことになる。

5．結語

本稿では統率音韻論の枠組みでフランス語の子音体系を設定し，それに基づ

いて頭子音の認可条件を検討した。さらにこの条件が現代フランス語のみなら
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ず，通時的な音変化についても有効であることが確認できた。

もちろん，本稿の分析がそのまま他の言語に適用できるわけではない。言語

ごとに枝分かれ頭子音の条件が異なる可能性もあるが，他の制約よりも下位に

存在するため，制約に違反した音形が実現するのかもしれない。これは今後の

課題としたい。
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